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３月２２日からいよいよ春季大会がスタートします。 

「準備の差が勝負を決める。」 

これはイチローも言っている言葉です。イチローの野球（試合、打席、守備など）に対しての、誰にも

負けない周到な準備やこだわりは有名な話です。イチローの準備の徹底さをみれば、彼が残した記録やす

ばらしいプレーも、ある意味当然のことと言えるでしょう。 

勝つため、試合で活躍するために、重箱の隅をつつくぐらい準備を徹底してやり、公式戦に備えましょ

う。そして良い結果を残し、「それだけの準備はやってきたから当然です。」と言えるようにしましょう。 

そこまでの準備ができれば、結果は自然とついてきます。 

組合わせ的には、とてもチャンスだと思います。このチャンスを部員全員の力で掴み取りましょう！ 

 

 

＜練習試合の結果＞ 

３月１２日（金） ビジター     

明    治 ０００ ０００ ２００ 2 

安田学園 ００２ ０００ ８１１ 12  

 

３月１４日（日） ホーム    

長野商業 ０００ ００５ ００ 5 
 

明   治 ０００ ４００ １０ 5  

    

明   治 １２３ ２０２ ０１１ 12  

都立高島 ０１０ ０３０ ０２１ 7 

   

 

３月１４日（日） Ｂチーム戦ビジター    

明   治 ０３０ ０００ ０４５ 12 

都立高島 ０１５ ０１０ ０１０ 8 

   

都立高島 ０１０ ００２ ０２０ 5 

明   治 ３１４ ０３３ ０４× 16 
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 Ｂチームが外に出て練習試合を行うというのは、明治高校硬式野球部の歴史の中でも初めてのことだ

そうです。これも小林監督が、頑張っているみんなに明治高校の伝統あるユニホーム着て試合をさせて

あげたい、少しでも多くチャンスをあげたいという思いから実現したことです。 

 当日は、選手全員が小林監督の思いに答えようと、田中拓樹を中心に２年生が先頭に立ち、アップか

ら大きな声を出し、きびきび動きとても良い雰囲気でした。その気持ちが試合でも発揮され、ミスもあ

りましたが、それ以上に良い面がたくさん出て勝つこともできました。みんなが生き生きと楽しそうに

野球をやり、とても充実した良い１日になりました。 

 

３月１６日（火） ホーム     

千葉黎明 ０００ １０１ ２０２ ６ 

明   治 ３０１ ０１０ ０００ ５  

 

３月１７日（水） ビジター    

春日部共栄 ０３０ ０００ ０００ ３ 

明   治 ０００ ０１０ ０００ １ 

   

明   治 １００ ０００ ０００ 1 

春日部共栄 １１０ ０６０ ０４× 12 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊杉浦コーチが、４月から株式会社メタルワン（三菱商事と日商岩井の商社２社が鉄鋼製品事業を統合

して２００３年に設立）に入社するため、コーチを３月下旬で卒業することになりました。昨年の６

月から、ほとんど毎日みんなのために練習に来てくれ、野球はもちろんのこと様々なことを学ばせて

もらったと思います。名古屋勤務のため､お別れするのはとても残念ですが、杉浦コーチの今までの恩

に報いるためにも、大会で良い結果を出してほしいと思います。 

 

＊野球部の高校３年生２０名のうち、１９名が明治大学の希望の学部に進学することが決まりました。 

 ３名が大学の野球部に入部する予定です。 


